
奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
九
号

奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

大
学
校
に
、
飲
食
業
経
営
、
調
理
技
術
等
の
実
践
的
な
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
実
践
オ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
棟
を
桜
井
市
に
設
置
す
る
。

第
七
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
八
条
を
加
え
る
。

（
使
用
の
承
認
）

第
七
条

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
別
表
に
掲
げ
る
施
設
、
設
備
等
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
し
な
い
こ

と
が
で
き
る
。

一

大
学
校
の
設
置
目
的
に
違
反
す
る
と
き
。

二

公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

三

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
施
設
、
設
備
等
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
。

四

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）

第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
そ
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
と
な

る
と
き
。

五

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
き
。

３

知
事
は
、
使
用
の
承
認
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
条

件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
の
承
認
の
取
消
し
等
）

第
八
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
の
承
認
を
取
り
消
し
、
又

は
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
使
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。



一

こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
使
用
の
承
認
を
受
け
た
と
き
。

三

使
用
の
承
認
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

四

前
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

五

公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
。

（
損
害
賠
償
）

第
九
条

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
施
設
、
設
備
等
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
し
た
者
は
、
そ
の
損
害

を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
損
害
が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
故
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
賠
償
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
使
用
料
）

第
十
条

使
用
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
別
表
に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

既
納
の
使
用
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
等
）

第
十
一
条

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号

）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
つ
て
知
事
が
指
定

す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

奈
良
県
議
会
の
議
員
、
知
事
、
副
知
事
並
び
に
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
五
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
の
委
員
又
は
委
員
が
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く
は
監

査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
（
以
下
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ

る
法
人
は
、
主
と
し
て
実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
た
だ
し
、
知
事
、
副
知
事
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
の
委
員

又
は
委
員
が
役
員
等
で
あ
る
法
人
で
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第

百
二
十
二
条
に
規
定
す
る
も
の
（
県
が
出
資
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。



３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、

規
則
で
定
め
る
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
に
関
す
る
事
業
計
画
書

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
書
類

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
が
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
、
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
等
に

よ
り
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
最
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
を
選
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

住
民
の
平
等
な
利
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

二

施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
効
率
的
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

事
業
計
画
書
に
沿
つ
た
管
理
を
安
定
し
て
行
う
た
め
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
大
学
校
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
る
基
準

（
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準
）

第
十
二
条

指
定
管
理
者
は
、
開
館
時
間
及
び
休
館
日
に
関
す
る
基
準
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
管

理
の
基
準
に
従
つ
て
実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
の
範
囲
等
）

第
十
三
条

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
の
範
囲
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

第
七
条
に
規
定
す
る
施
設
の
使
用
の
承
認
に
関
す
る
業
務

二

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
施
設
の
使
用
の
承
認
の
取
消
し
等
に
関
す
る
業
務

三

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
利
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
の
収
受
等

に
関
す
る
業
務

四

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
施
設
、
設
備
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

五

実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
業
務

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
業
務

２

知
事
は
、
前
項
の
範
囲
の
う
ち
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
管
理
に
係
る
業
務
を
行

わ
な
い
も
の
と
す
る
。



（
利
用
料
金
）

第
十
四
条

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
棟
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
施
設
、
設
備
等
の
使
用
者
は
、
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

利
用
料
金
の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
使
用
料
の
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
を
そ
の
収
入
と
し
て
収
受
す
る
も
の
と
す
る
。

４

指
定
管
理
者
は
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
料
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

５

既
納
の
利
用
料
金
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理

者
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
七
条
、
第
十
条
、
第
十
四
条
関
係
）

一

施
設
及
び
そ
の
使
用
料

施
設

使
用
料

実
践
バ
ン
ケ
ッ
ト

午
前
（
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
）

五
千
四
百
円

午
後
（
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま

七
千
二
百
円

で
）

午
前
・
午
後
（
午
前
九
時
か
ら
午
後

一
万
二
千
六
百
円

五
時
ま
で
）

夜
間
（
午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま

七
千
円

で
）

午
後
・
夜
間
（
午
後
一
時
か
ら
午
後

一
万
三
千
九
百
円

九
時
ま
で
）



全
日
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま

一
万
八
千
円

で
）

宿

ス
イ
ー
ト
ル

一
室
一
泊

五
万
五
千
円

泊

ー
ム

室

ツ
イ
ン
ル
ー

一
室
一
泊

二
万
三
千
円

ム

二

設
備
等
及
び
そ
の
使
用
料

規
則
で
定
め
る
設
備
等
に
つ
い
て
当
該
規
則
で
定
め
る
額

第
二
条

奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
条
例

第
一
条
第
一
項
中
「
養
成
し
」
を
「
養
成
す
る
と
と
も
に
、
飲
食
業
へ
の
就
業
意
欲
の
高
い
者
に

対
し
、
飲
食
業
経
営
、
調
理
技
術
等
に
関
す
る
実
践
的
な
能
力
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規

の
飲
食
業
経
営
者
を
養
成
し
」
に
、
「
農
業
の
」
を
「
地
域
の
」
に
、
「
奈
良
県
農
業
大
学
校
」
を

「
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
」
に
、
「
橿
原
市
」
を
「
桜
井
市
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
桜
井
市
に
」
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
課
程
」
を
「
学
科
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
学
校
の
学
科
は
、
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
及
び
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科
と
し
、

修
業
期
間
は
、
原
則
と
し
て
二
年
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
基
礎
課
程
、
専
門
課
程
及
び
高
度
専
門
課
程
（
以
下
「
基
礎
課
程
等
」
と
い

う
。
）
」
を
「
大
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
営
む
者
」
の
下
に
「
、
飲
食
業
を
営
む
者
」

を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
基
礎
課
程
等
」
を
「
大
学
校
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六

条
と
す
る
。



第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
条
」

を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
基
礎
課
程
等
」
を
「
大
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
年
額
十
一
万
五

千
二
百
円
」
を
「
次
の
と
お
り
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

十
一
万
八
千
八
百
円

二

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科

五
十
三
万
五
千
八
百
円

「
前
期

五
万
七
千
六
百
円

第
五
条
第
三
項
中

を
削
り
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

後
期

五
万
七
千
六
百
円
」

学
科

前
期

後
期

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

五
万
九
千
四
百
円

五
万
九
千
四
百
円

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科

二
十
六
万
七
千
九
百
円

二
十
六
万
七
千
九
百
円

第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
入
学
考
査
料
）

第
五
条

大
学
校
の
入
学
を
志
願
す
る
者
は
、
次
の
入
学
考
査
料
を
県
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

二
千
二
百
円

二

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科

一
万
七
千
円

２

入
学
考
査
料
は
、
入
学
願
書
に
添
え
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
入
学
考
査
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

既
納
の
入
学
考
査
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に

係
る
既
納
の
入
学
考
査
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

出
願
の
受
付
後
に
出
願
の
資
格
の
な
い
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
者
で
個
別
学
力
検
査
が

行
わ
れ
な
か
つ
た
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
者



５

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
還
付
す
る
入
学
考
査
料
の
額
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
入
学
料
）

第
六
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
大
学
校
に
入
学
を
承
認
さ
れ
た
者
は
、
次
の
入
学
料
を
県
に
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

五
千
六
百
五
十
円

二

フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
学
科

二
十
八
万
二
千
円

２

入
学
料
は
、
入
学
手
続
を
す
る
際
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
入
学
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４

既
納
の
入
学
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

別
表
中
「
第
七
条
、
第
十
条
、
第
十
四
条
関
係
」
を
「
第
九
条
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
関
係
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
次
項
の
規
定
は
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
四
項
の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
中
第
十
五
条
を
第
十
七
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
十

四
条
を
第
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
改
正
規
定
、
第

十
三
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
改
正
規
定
、

第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別
表
の
改
正
規
定
並
び
に

附
則
第
三
項
の
規
定

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
な
ら
食
と
農
の
魅

力
創
造
国
際
大
学
校
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
で
定
め
る
日
ま
で
桜
井
市
及
び
橿
原
市
に
置
く
も
の
と
す
る
。

３

第
二
条
中
第
十
五
条
を
第
十
七
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
十
四

条
を
第
十
六
条
と
す
る
改
正
規
定
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
改
正
規
定
、
第
十
三



条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
改
正
規
定
、
第
五
条

を
第
七
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
表
の
改
正
規
定
の
施
行
前
に

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
奈
良
県
農

業
大
学
校
に
入
学
し
た
者
に
係
る
入
学
料
及
び
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
準
備
行
為
）

４

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
奈
良
県
農
業
大
学
校
条
例
（
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条

例
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
当
該
指
定
に
関
し
必

要
な
そ
の
他
の
行
為
は
、
第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
条
例
第
十
三
条
第
一

項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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